
令和４年度入学生 情報端末購入について 

 

 本校では、GIGA スクール構想に基づき、学習活動の効率化および情報活用能力の育成を目指し、学

校指定のタブレット端末を入学時に全員に購入していただきます。購入された端末は、各教科の授業は

もちろん、ホームルーム活動や部活動、自宅学習にも利用していただく予定です。 

 保護者の皆様にはご負担をおかけしますが、何卒、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

必ず購入または契約していただくもの 

① Apple iPad （第 9 世代） 64GB Wi-Fi モデル 36,800 円 

② 端末補償サービス「Dr.たもつくん」 36 ヶ月契約 19.404 円 

※価格は 2022 年 1 月現在のものです。価格は変動する場合があります。 

 

 

購入を推奨するもの 

① タブレットケース 

本体の保護や誤動作防止のために購入されることを推奨します。その際、必ず「iPad 10.2 インチ用」

または「iPad 第 7 世代／第 8 世代／第 9 世代用」と明示されたものをご購入下さい。 

「iPad Air 用」「iPad PRO 用」「iPad mini 用」などはサイズが適合しないため使用できません。 

色やデザインなどは特に指定しません。 

 

② 保護フィルム 

画面の保護（特に破損時の破片飛散防止）に効果がありますので、出来ればご購入ください。２年次

の芸術選択に美術を検討している人は、ペンデバイス（Apple Pencil 等）を使用して作品制作を行う

ことがありえますので、「ペーパーライクタイプ」をお勧めします。貼り付け作業は各自で行ってく

ださい。 

 

 

Ｑ＆Ａ 

Ｑ：既に所有している端末ではダメなのですか？ 

Ａ：管理設定やネットワーク接続設定等のカスタマイズが必要となる上に、情報セキュリティ上の観点

からも問題がございますので、ご負担をおかけしますが、本校指定端末の購入をお願いいたします。 

 

Ｑ：端末補償サービスとは何ですか？ 

Ａ：紛失や盗難、故意の破損でない限り、契約期間内に於いて、回数無制限、修理上限金額無しで無償

修理が受けられるサービスです。Apple Care+などでは無償修理対象外となる、水没や落下による故

障・破損であっても補償されます。（内部のデータ等は補償されません） 

 



Ｑ：購入はどのように行うのですか？代金の支払いは？ 

Ａ：一括販売となりますので、代金は４月末にお集めする生徒預り金に含める形でお支払いいただきま

す。購入された端末は４月１０日頃、生徒ご本人に新品未開封の状態でお渡しします。 

 

Ｑ：初期設定などは学校で行ってもらえるのですか？ 

Ａ：いいえ。設定方法は指示・指導いたしますが、３年間、本校で過ごされるにあたって、生徒ご本人

と苦楽を共にすることになる端末ですので、初期設定などはご本人で行っていただく予定です。 

 

Ｑ：購入した端末は、卒業や転学などの後はどうなるのですか？ 

Ａ：端末の所有権は購入者に属しますので、本校の学籍を離れられた後は、各個人でお使いください。 

（譲渡や売却をされる場合は、必ず初期化を行い、保存データを削除するようにしてください） 

 

Ｑ：学校以外のネットワークには接続出来ないのですか？ 

Ａ：自宅学習などにも利用していただきますので、ご家庭のネットワークにも接続可能です。接続設定

は各自でお願いします。ただし、セキュリティ上の観点から、公衆無線 LAN スポット（フリーWi-Fi）

などへの接続はご遠慮願います。 

 

Ｑ：購入する端末は毎年同じ機種ですか？ 

Ａ：情報機器の性能向上は著しく、また、新機種が発売されると旧機種は購入出来なくなる場合も多い

ため、年度によって購入していただく機種は変更になる可能性が高いとお考えください。 

（そのため、卒業された兄姉の端末を、弟妹においてご利用いただくことは出来ません） 

 

Ｑ：他に費用が発生することはありますか？ 

Ａ：授業で利用するデジタル教材やアプリケーションなどの費用負担をお願いします。金額等は、教科

書・副教材の購入リストに記載します。また、受けられる授業によっては、キーボードやペンデバ

イスの購入が必要になる場合があります。 

 

Ｑ：利用するデジタル教材やアプリというのは、具体的には何ですか？ 

Ａ：Google Workspace for Education（無償）、Microsoft Office 365 A1 Education for Students（無償）、

SHARP 辞書教材サービス「Brain+(ブレーンプラス)」（有償）などを予定しております。また、令

和４年度よりデジタル教科書の本格導入も行われますので、翌年度以降も含めて、教科書や教材が

順次、紙のものから、端末でのデジタル利用のものへ置き換わる可能性もあります。 


